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【 様式-1】  

河川事業の再評価項目調書 

事業名（ 箇所名） 太田
お お た

川
がわ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 太田川水系直轄管理区間内 

当該基準 再評価実施後一定期間（ ５ 年） が経過している事業 

事業諸元 

【 水辺整備】  

・ 太田川（ 市内派川） の水辺整備 H20～R12（ 実施中）

・ 千田地区水辺整備 H27～R12（ 実施中）

河川管理用通路

・ 舟入・ 基町地区水辺整備 H27～R12（ 実施中）

河川管理用通路

・ 元安川底質改善（ 計画中）

底質改善

・ 旧太田川底質改善 H20～H23

底質改善

・ 天満川底質改善 H24～H26

底質改善

事業期間 平成20 年度～令和12 年度 

総事業費（ 億円） 6 .7 億円 残事業費（ 億円） 3 .５ 億円 

目的・ 必要性 

広島県の西部に位置する太田川は、 その源を 冠 山
かんむりやま

に発し、 広島市街を流下

し広島湾に注ぐ、流域面積1,710km2、幹川流路延長103km の一級河川であ

る。  

【 水辺整備】  

《 太田川（ 市内派川） の水辺整備》  

太田川（ 市内派川）の水辺整備事業は、広島市が作成し、国が登録した「 太

田川市内派川かわまちづく り計画」（ H24 年 2 月変更登録） に位置付けら

れており、平和公園や広島駅周辺の立地を活かし、利活用に即した親水護岸

等の整備を行っている。また、市民団体による河川敷の除草や、民間事業者

によるオープンカフェ、水上タクシーの運行により、河川利用者が増加して

いる。今後も、ライト アップなどの社会実験等を行いながら、更なる水辺の

賑わいの創出を目指す。そのため、水辺を安全に利用できるよう 、河川管理

用通路を整備するとともに、有機泥が堆積し、景観、異臭、水辺利用の支障

となっている底質を改善する。  

便益の主な根拠 
【 水辺整備】 太田川（ 市内派川） の水辺整備 ＣＶＭ 

全体事業： 支払意思額＝33６ 円/月/世帯、 受益世帯数＝104 ,546 世帯 



事業全体の 

投資効率性 

基準年度 令和4 年度 

B:総便益

(億円)

C:総費用 

(億円)
B/C 

B-C

(億円)

EIRR 

(% ) 

全体事業 95 .2  7 .６  12 .5  87 .6  30 .7%  

残事業 40 .9  2 .9  14 .3  38 .0  50 .8%  

感度分析 

残事業(B/C) 全体事業(B/C) 

残事業費（ +10% ～-10% ）  13 .0～15 .8 1 2 .0～12 .9

残工期（ +10% ～-10% ）  13 .9～14 .5 1 2 .2～12 .6

便益（ +10% ～-10% ）  15 .7～12 .9 1 3 .7～11 .2

当面の段階的な整備 － 

事業の効果等 

【 水辺整備】  

《 太田川（ 市内派川） の水辺整備》  

・ 水辺に河川管理用通路、階段等を整備することで、安全に水辺を通行でき

るよう になる。  

・ 底質の改善により、異臭の軽減、景観の改善等、快適に水辺利用ができる

よう になる。

社会情勢等の 

変化 

・ 事業箇所周辺の広島市（ 中区、 西区、 南区、 東区） について、 人口、 世帯

数に大きな変化は見られない。

事業の進捗状況 
・ 事業の進捗率は約 48 .7％（ 事業費ベース） である。（ 総事業費 6.74 億

円のう ち、 執行額は3.28 億円）

事業の進捗の見

込み 

・ 旧太田川底質改善、 天満川底質改善は、 整備完了。

・ 千田地区水辺整備、舟入・ 基町地区水辺整備、元安川底質改善は、広島市

と事業実施に向けて調整を行っているところであり、事業進捗を図る上で

支障はない。

コスト 縮減や代

替案立案の可能

性

・ 水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を盛土等へ流用する

ことによりコスト の縮減を図る。また、除草作業や清掃などの日常管理に

ついて地元と協力体制を確立することで、 コスト の縮減を図る。

対応方針（ 原案） 継続

対応方針理由 

事業の必要性、費用対効果、地元の協力体制を鑑み、事業継続することは

妥当と考える。  

今後の事業実施にあたっては、地域との協力体制を確立した事業効果の検

証など、 効率的かつ効果的な事業の執行に努める。  

その他 － 



太田川総合水系環境整備事業

〔 費用便益比（ B/C） 算定等資料〕
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【 概要】  

水系・ 河川名 太田川水系太田川 

事業名 太田川総合水系環境整備事業 

事業主体 太田川河川事務所 

関係自治体 広島市 

事業期間 2008年度～2030年度（ 平成20年度～令和12年度）  

基準（ 評価） 年度 2022年度（ 令和4年度）  

【 費用】  

建設費 維持管理費 合計 

単純合計（ 実質価格）  657百万円 21百万円 677百万円 

基準年における現在価値 
合計（ C）  

753百万円 11百万円 764百万円 

【 便益】  

便益 

供用年度 2031年度（ 令和13年度）  

供用年度の単年度便益 
（ 実質価格）  

422百万円 

残存価値（ 実質価格）  22百万円 

基準年における現在価値 
合計（ B）  

9, 522百万円 

【 費用便益分析結果】  

費用便益比（ CBR）  12. 5 

純現在価値（ NPV）  8, 758百万円 

経済的内部収益率（ EI RR）  30. 7％ 
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【 算出説明書】  

事業概要 

事業目的 

太田川流域の下流デルタ域にある天満川、旧太田川、元安川などの市内派川で

は、有機泥が堆積し、景観、異臭、水辺利用の支障となっている箇所や、親水護

岸の整備がなされておらず安全な水辺の利用ができない箇所がある。  

そのため、 水辺を安全に利用できるよう、 河川管理用通路を整備するととも

に、有機泥が堆積し、景観、異臭、水辺利用の支障となっている底質を改善する。 

事業内容 

(事業箇所図) 

（ 水辺整備）  

・ 千代田地区水辺整備［ H27～R12］  

  河川管理用通路 

・ 舟入・ 基町地区水辺整備［ H27～R12］  

  河川管理用通路 

・ 元安川底質改善［ 計画中］  

  底質改善 

・ 旧太田川底質改善［ H20～H23］  

  底質改善 

・ 天満川底質改善［ H24～H26］  

  底質改善 
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【 算出説明書】  

費用便益比の算定根拠 

便
益

評価手法 
〇CVM（ 令和4年7月にアンケート 実施）  

（ 水辺整備） 太田川（ 市内派川）  

便益計測期間 H24～R62（ 整備期間、 及び事業完了から 50年まで）  

総便益 

○年便益額＝422百万円 

○残存価値＝2. 3百万円 

総便益B=Σ単年度便益額/(1＋0. 04)ｎ +残存価値=9, 522百万円 

評価範囲 
(評価対象範囲図)

○便益範囲： H22年度調査の結果より、事業の必要性の認識度が高いと認

められた事業箇所から半径2㎞圏内を、アンケート 調査範囲

に設定する。  

○世帯数： 104, 546世帯 

○配布回収方法： WEB＋郵送 

○アンケート 票数： 5, 406票配布、 回収数700票（ 回収率12. 9%）  

         有効回答数399票（ 有効回答率57. 0%）  

○WTP（ 平均支払意思額）： 336円/月/世帯 

費
用

建設費 753百万円（ H20～R12）  

維持管理費 11百万円 

総費用 764百万円 

費用便益比（ B/C）  12. 5 

その他留意点等 － 

○対象市町村（ 事業箇所から 2㎞圏内）

広島市 
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河川事業

事業名

評価年度 R4

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水辺整備） 式 1 319

本工事費 式 1 319

護岸 m2 2,390 145

盛土工 m3 1,350 1.5

河床掘削 千m3 3 1.5

管理用通路 m2 3,280 25

底質改善 m 452 87

その他 式 1 59 仮設工等

用地費及補償費（水辺整備） 式 0 0

式 0 0

補償費 式 0 0

間接経費等（水辺整備） 式 1 355

事業費 計 式 1 674

維持管理費　計 式 1 21

用地費

事業費の内訳書

太田川総合水系環境整備事業 （全体事業費）

再評価
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河川事業

事業名

評価年度 R4

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水辺整備） 式 1 261

本工事費 式 1 261

護岸 m2 2,390 145

盛土工 m3 1,350 1.5

河床掘削 千m3 3 1.5

管理用通路 m2 3,280 25

底質改善 m 57 29

その他 式 1 59 仮設工等

用地費及補償費（水辺整備） 式 0 0

式 0 0

補償費 式 0 0

間接経費等（水辺整備） 式 1 85

事業費 計 式 1 346

維持管理費　計 式 1 7

事業費の内訳書

用地費

太田川総合水系環境整備事業 （残事業費）

再評価
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太田川総合水系環境整備事業 再評価 水辺整備（ 市内派川水辺整備）  

CVM 調査結果 

(1)アンケート 集計数 

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

5, 406 700 12. 9% 399 57. 0% 165 136 

(2)WTP算定結果 

(3)便益・ 費用算定結果 

◇年便益＝WTP×12ヶ月×受益世帯数 

＝336×12×104, 546世帯＝421. 5百万円 
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